
建築構造設計指針2019の概要と改定の概要
章 タイトル 主な記述内容 主な改訂内容

1 構造設計

・建築物に必要な構造性能と耐震クライ
テリア

・構造種別と基礎形式の選定
・構造計算方法の種類と特徴
・構造関係規定の法改正の内容

・建築物の構成要素ごとの構造設計の係わりをまとめた。
・現行法が求める耐震性能を詳しく解説し、この解説に係わるRC造、S造、

木造の被害ランクの定義を図解し明確にした。
・密集市街地の建物に必要な耐震性能として、保有水平耐力の割増値の根

拠を示した。
・機能継続に必要な地震被害の抑制に係わり、大地震時の変形の算出方法

と変形制限値の目安をまとめた。
・2015年版建築物の構造関係技術基準解説書の改訂点をまとめた。

2 構造設計要領

・材料の許容応力度と材料強度
・荷重および外力、応力解析、保有水平

耐力計算
・高さ45m超建物、塔状建物、天井、

車路、エスカレーター等の耐震設計

・保有水平耐力計算における崩壊メカニズムや基礎浮上りの扱いに係わる
原則について追記した。

・カットオフ筋などに対する付着割裂破壊等の防止について、耐震設計ルー
ト（1～3）や構造特性係数（Ds）に応じた検討方法を追記した。

・耐震設計における目標性能と目標性能に応じた保有水平耐力の割増し係
数について追記した。

・高さ45m超建物、塔状建物、天井、車路、エスカレーター等の耐震設
計の要点をまとめた。

・構造計算方法の変遷と法規定への影響についてまとめ、今後の耐震設計
の課題を整理した。

3 木構造

・木構造の種類、木材の性質、木造の構
造計算、混構造

・軸組の仕様、壁量規定、軸組量の計算、
継手、仕口、金物

・木構造の体系について見直し、CLTなどの新しい工法を追加した。
・構造計画に液状化対策などを追記した。
・木造建物、混構造建物の構造設計フローをより詳しい内容に見直した。
・直下率、床倍率などの解説、エンジニアードウッドなど新材料、工法など

について追記した。

4 補強コンクリートブ
ロック造

・補強コンクリートブロック造、併用構造、
帳壁、補強コンクリートブロック塀

・建築基準法施行令に基づく規定と、日本建築学会の設計規準（メーソン
リー編）に基づく規定の区分を明確にした。

・補強コンクリートブロック塀について、施行令による仕様規定、告示によ
る計算規定、日本建築学会のコンクリートブロック塀設計規準の仕様規定
を、区分してまとめた。

5 鉄骨造

・鋼板の板厚と適用基準
・鋼材種の規格降伏点強度
・部材の接合部、柱脚の設計、保有水平

耐力の計算、設計の要点

・鋼板の板厚に応じて適用すべき設計基準を明確化した。
・特殊な鋼材種も含めて、規格降伏点強度と基準強度（F値）を整理した。

6 鉄筋コンクリート造

・設計ルートごとの応力解析の方法、せ
ん断破壊・付着割裂破壊の防止のため
の保証設計

・新･旧RC規準の比較表と使い分け

・応力解析で地盤ばねの考慮が必要な場合について追記した。
・付着割裂破壊の防止について、強度型、靭性型建物別に考え方と検討方

法を整理した。

7 壁式鉄筋コンクリー
ト造

・階数と階高に応じた設計フロー、許容
応力度設計、保有水平耐力計算

・壁の平均せん断応力度の標準値などを、建築学会の規準に基づき見直し
た。

8 鉄骨鉄筋コンクリー
ト造

・構造計画における留意点、各部位の設
計、保有水平耐力計算、納まり

・SRC造の建築基準法上の位置付けと、日本建築学会合成構造設計規準に
よる合成構造の体系の中での位置付け、を整理した。

9 擁壁

・設計に係わる法令、設計法、構造計算
例、標準図

・擁壁に係わる建築基準法、宅地造成等規制法施行令、東京都建築安全条
例の規定を整理した。

・擁壁の設計例について、背面土の内部摩擦角、支持地盤の許容応力度、
擁壁高さをパラメーターに、反T型、L型、逆L型擁壁について15例の
構造計算書、12例の標準図を新たにまとめた。

10 基礎
・設計方針、基礎構造の選定、杭基礎の

分類と選定、液状化対策
・杭工法の選定表について、最新の情報に基づき見直した。
・液状化対策の原理と工法例をまとめた。

11＊1 構造審査要領

・法令、告示、参考通達一覧、用途変更、
仮設建築物、土木複合施設、増築、
全体計画認定、擁壁、耐震改修促進
法認定の構造審査

・旧第11章「法令・告示・参考通達等」を「構造審査要領」に改め、再構成
した。

・用途変更や増築など、建築主や設計者からの問い合わせが多い事案を中
心に、建築確認審査を円滑に行うための構造審査要領としてまとめた。

12＊1

東京の地域特性等
を考慮した建築構
造における確認審
査の要領

・中高層建築物の審査要領
・塔状建築物等審査要領
・基礎構造審査要領
・高強度コンクリート審査要領

・旧第12章「審査要領」を「東京の地域特性等を考慮した建築構造における
確認審査要領」に改め、再構成した。・「中高層建築物の審査要領」では、
規定をできるだけ性能規定化するとともに、チェックシートを満たさない
場合に必要となる検討などを明確化した。

資料
・各種鋼材の許容応力度　・形鋼の断面

性能表　・継手基準　・仕口部耐力表　
・引張筋かい設計図表　・構造標準図

・旧資料5：H形鋼梁の横補剛と最大スパンの表は削除した。
・資料8：JISターンバックル筋交いの計算図表は、JISの改訂などに整合さ

せて見直した。
・資料9：構造設計特記仕様および標準図は最新版に差し替えた。

＊1　東京都建築構造行政連絡会 執筆


